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 目立たない下水道工事 

No. 1 2 1 号 

土を堀り返し、もくもくと続けられている下水道工事に目をやる人はすくない、大 

きなコンクリート管を埋設すれば、人目にふれるのはマンホールのフタだけ、地味で 

ある土木工事のなかでも、とくに目立たないのが下水道工事。 

、しかし、きれいな水を送りとどける上水道とともに、汚れた水を仕未する下水道は住 

民の生活にとって欠くことのできない大切な役割を果している。 

、 

町 の 人 口 

(11 月1日現在） 

総人口 8, 994人 

男子 4, 229人 

女子 4, 765人 

世帯数 2, 651世帯 

（
ノ
 

低
環
境
地
区
の
 

概
綴
＼
綴
綴
鶴
鷲
 

一 

影
影
影
膨
影
鯵
 

下
水
道
は
上
水
道
と
と
も
に
住
 

民
の
生
活
と
健
康
に
欠
く
こ
と
の
 

で
き
な
い
基
礎
的
な
施
設
で
あ
 

る。 町
内
の
下
水
道
は
大
半
が
埋
没
 

し
て
お
り
、
降
雨
時
は
、
住
宅
に
 

わ
 

侵
水
が
あ
り
、
ド
ブ
や
、
水
た
ま
 

り
と
な
り
、
ハ
エ
や
、
カ
の
発
生
 

原
因
に
な
っ
て
い
る
。
 

大
雨
で
各
所
が
水
び
た
し
に
な
 

っ
た
こ
と
も
、
下
水
道
が
完
備
し
 

て
い
れ
ば
、
ご
ん
な
こ
と
は
お
き
 

な
い
だ
ろ
う
と
被
害
者
は
口
々
に
 

言
う
。
 

環
境
衛
生
面
か
ら
、
ハ
エ
や
カ
 

を
追
放
し
、
赤
痢
な
ど
の
伝
染
病
 

を
激
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ど
ろ
 

ん
こ
道
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
 

水
害
の
心
配
を
な
く
す
た
め
に
も
 

下
水
道
の
設
備
は
、
上
水
道
と
と
 

も
に
完
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
思
う
。
 

反
面
住
民
に
と
っ
て
は
環
境
づ
 

く
り
は
、
 

一
行
政
ま
か
せ
で
は
な
 

く
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
環
境
 

思
想
を
認
識
し
、
汚
物
な
ど
を
下
 

水
道
に
捨
て
た
り
流
し
た
り
し
な
 

い
よ
う
に
心
が
け
、
両
者
が
一
体
 

と
な
っ
て
こ
ん
後
取
り
組
ん
で
い
 

く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

い
ま
ニ
カ
所
で
下
水
道
工
事
を
 

施
行
し
て
い
る
が
、
中
尾
地
区
は
 

十
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
二
十
 

五
日
ま
で
、
国
の
低
環
境
整
備
事
 

業
で
施
行
し
て
い
る
。
 

道
路
は
斜
断
し
て
い
る
の
で
、
 

小
竹
、
赤
池
バ
イ
パ
ス
か
ら
東
町
 

を
通
る
車
は
注
意
す
る
と
と
も
に
 

工
事
に
協
力
を
願
い
た
い
。
 

一
方
、
上
の
原
の
下
の
工
事
は
 

鉱
害
復
旧
工
事
で
施
行
し
て
い
る
 

が
別
に
通
行
に
支
障
は
な
い
。
 

町
が
計
画
し
て
い
る
下
水
道
整
 

備
事
業
は
、
鉱
害
復
旧
事
業
な
ど
 

に
よ
り
延
長
約
五
千
冨
に
及
ん
で
 

い
ま
す
。
 

今
後
、
下
水
道
整
備
事
業
の
推
 

進
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
 

国
庫
補
助
金
の
制
限
、
起
債
充
当
 

率
の
低
減
、
く
わ
え
て
交
通
の
支
 

障
や
、
工
事
単
価
の
上
昇
な
ど
の
 

制
約
が
あ
り
、
整
備
事
業
の
障
害
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
改
 

善
を
は
か
り
つ
つ
下
水
道
の
建
設
 

を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

暖
房
器
具
の
あ
つ
か
い
は
慎
重
に
 

火

災

予

防

 運

動

は

 じ
 
ま
 
る
 

こ
と
し
の
冬
は
、
い
つ
も
よ
り
 

早
く
到
来
し
、
寒
さ
も
き
び
し
く
 

な
り
そ
う
で
す
。
 

こ
と
し
も
、
十
一
月
二
十
六
日
 

か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
全
国
い
 

っ
せ
い
に
火
災
予
防
運
動
が
行
な
 

わ
れ
ま
す
。
暖
房
器
具
な
ど
の
取
 

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
充
分
ご
注
 

意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

灯
油
ス
ト
ー
ブ
が
 

倒
れ
た
と
き
に
 

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
倒
し
た
と
き
 

は
着
火
し
な
い
と
き
で
も
、
着
 

火
し
た
と
き
で
も
、
あ
わ
て
ず
 

に
早
く
起
す
。
ま
た
、
手
早
く
 

ち
か
く
の
燃
え
や
す
い
も
の
を
 

取
り
の
ぞ
く
。
 

②
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
で
き
る
だ
 

け
畳
の
上
に
置
く
こ
と
。
 

③
も
し
着
火
し
た
と
き
は
，
毛
布
 

な
ど
で
炎
を
包
む
よ
う
に
か
け
 

す
き
間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
 

足
で
踏
み
つ
け
、
そ
の
の
ち
に
 

水
を
か
け
る
こ
と
。
 

④
水
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
し
ん
を
 

め
が
け
て
一
度
に
か
け
る
。
 



(3) (2) ナ
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

け い か
 

あ
 

報
 

広
 

ク
よ
う
こ
そ
ク
台
湾
か
ら
 

陳

先

生

が

就

任

 

廿
 
町
 

立
 
病
 
院
 
廿
 

赤
池
町
の
招
き
で
、
こ
の
ほ
ど
 

台
湾
か
ら
陳
先
生
が
、
町
立
病
院
 

に
就
任
し
ま
し
た
。
 

陳
先
生
は
、
昭
和
十
五
年
、
九
 

州
医
専
（
現
久
留
米
医
大
）
を
卒
 

業
戦
後
は
台
湾
で
保
健
所
の
医
師
 

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
 

専
攻
は
内
科
で
、
来
町
す
る
ま
 

で
保
健
所
の
所
長
を
し
て
い
ま
し
 

た。 陳
先
生
は
再
び
、
日
本
で
新
し
 

い
医
学
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
 

た
矢
先
に
赤
池
町
か
ら
の
招
き
で
 

来
日
し
ま
し
た
。
 

ビ
ザ
ー
の
関
係
で
、
 
一
応
一
年
 

契
約
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
生
 

は
で
き
れ
ば
、
も
つ
と
長
く
い
て
 

日
本
の
近
代
医
学
を
学
び
た
い
と
 

云
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
に
い
る
奥
 

さ
ん
と
子
供
さ
ん
も
ビ
ザ
ー
が
と
 

れ
次
第
赤
池
に
来
る
そ
う
で
す
。
 

自

動

車

重

量

税

は

 

十
一
一
月
一
日
 
か

ら

施

行

 

経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
 

自
動
車
台
数
も
近
年
急
激
に
増
加
 

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
道
 

路
混
雑
や
交
通
事
故
な
ど
が
大
き
 

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
 

を
充
実
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
 

自
動
車
重
量
税
が
創
設
さ
れ
、
昭
 

和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
 

行
さ
れ
る
こ
と
に
に
な
り
ま
し
 

た。 一 

ど
ん
な
自
動
車
に
か
か
る
か
 

自
動
車
重
量
税
は
、
道
路
運
送
 

車
輔
法
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
検
 

査
を
受
け
る
自
動
車
（
検
査
自
動
 

車
）
お
よ
び
使
用
の
届
出
に
よ
り
 

車
輔
番
号
の
指
定
を
う
け
る
軽
自
 

動
車
（
届
出
軽
自
動
車
）
に
対
し
 

て
、
そ
の
重
量
に
応
じ
て
税
金
が
 

か
か
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
検
査
自
動
車
の
う
ち
 

大
型
特
殊
自
動
車
は
無
条
件
で
非
 

課
税
と
さ
れ
、
ま
た
届
出
軽
自
動
 

車
の
う
ち
す
で
に
車
輔
番
号
の
指
 

表
ー
ー
 

彰
ー
ー
 

郡
体
育
功
労
者
と
し
て
 

世
良
、
太
田
氏
に
 

田
川
郡
体
育
振
興
協
議
会
の
席
 

で
こ
の
ほ
ど
、
本
町
の
世
良
光
章
 

（
上
野
）
太
田
敏
夫
（
市
場
）
両
 

氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

太田氏 世良氏 

表
彰
の
理
由
は
，
両
氏
と
も
昭
 

和
三
十
六
年
体
育
協
会
設
立
と
と
 

も
に
協
会
に
入
会
し
、
本
町
の
社
 

会
体
育
振
興
に
努
力
し
た
功
績
を
 

青
年
の
船
に
乗
船
 

皆

川

・

池

田

君

が

 

福
岡
県
青
年
の
船
は
、
十
一
月
 

十
六
日
県
内
の
若
人
三
百
人
を
乗
 

せ
て
博
多
港
か
ら
出
港
、
沖
縄
、
 

を
経
て
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
に
向
い
 

ま
す
。
本
町
か
ら
、
皆
川
保
君
 

（
農
協
）
池
田
秀
美
さ
ん
（
役
 

場
）
勤
務
が
参
加
し
ま
す
。
 

認
め
ら
れ
た
も
の
。
 

両
氏
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
 

育
成
や
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
 

動
の
指
導
者
と
し
て
、
十
年
間
指
 

導
に
あ
た
り
、
本
町
の
社
会
体
育
 

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
表
彰
を
機
会
に
一
層
の
 

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

晴
れ
の
県
表
彰
 

「
猿
田
子
ど
も
会
」
 

＋
月
二
十
四
日
、
田
川
市
立
体
 

育
館
で
、
県
下
約
千
人
の
子
ど
も
 

会
員
が
参
加
し
て
、
第
五
回
福
岡
 

県
子
ど
も
の
つ
ど
い
大
会
が
盛
大
 

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
の
席
で
、
県
下
の
優
 

良
子
ど
も
会
十
九
団
体
が
表
彰
さ
 

れ
、
本
町
の
猿
田
子
ど
も
会
は
昭
 

和
四
十
年
結
成
以
来
、
他
の
子
ど
 

も
会
に
見
ら
れ
な
い
子
ど
も
自
身
 

に
よ
る
自
主
的
な
運
営
を
し
て
相
 

互
の
親
睦
を
深
め
た
功
績
に
よ
る
 

も
の
っ
 

こ
の
活
動
の
か
げ
に
は
育
成
会
 

定
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
中
古
車
 

は
、
そ
の
指
定
の
際
に
交
付
さ
れ
 

て
い
た
軽
自
動
車
届
出
済
証
を
返
 

納
し
た
旨
の
証
明
書
を
添
付
し
て
 

新
た
に
使
用
の
届
出
を
す
る
こ
と
 

を
条
件
と
し
て
非
課
税
と
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
や
小
 

型
特
殊
自
動
車
の
よ
う
に
、
自
動
 

車
検
査
、
届
出
の
制
度
が
な
い
も
 

の
は
、
自
動
車
重
量
税
の
対
象
に
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

ニ
 

だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
納
 

め
る
か
 

自
動
車
重
量
税
の
納
税
義
務
者
 

は
、
検
査
自
動
車
や
届
出
軽
自
動
 

車
の
使
用
者
で
す
。
 

検
査
自
動
車
に
つ
い
て
は
陸
運
 

事
務
所
で
検
査
を
う
け
る
と
き
に
 

ま
た
、
届
出
軽
自
動
車
に
つ
い
て
 

は
、
陸
運
事
務
所
に
使
用
の
届
出
 

を
受
け
る
と
き
に
、
税
額
に
相
当
 

す
る
額
の
自
動
車
重
量
税
印
紙
を
 

納
付
書
に
は
っ
て
、
陸
運
事
務
所
 

（
自
動
車
検
査
場
）
の
窓
口
に
提
 

出
し
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 こ

の
印
紙
は
、
自
動
車
重
量
税
 

専
用
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に
 

な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
収
入
印
 

紙
な
ど
を
は
っ
て
も
正
当
な
納
付
 

に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
自
動
車
検
 

査
証
の
交
付
（
ま
た
は
有
効
期
間
 

の
記
入
）
や
車
輔
番
号
の
指
定
は
 

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
納
付
の
際
は
 

I 

（
大
人
）
の
思
い
や
り
の
あ
る
協
 

力
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
 

す
。
こ
の
表
彰
を
機
会
に
、
こ
ん
 

後
と
も
，
活
発
に
活
動
し
、
健
康
 

に
す
く
す
く
の
び
て
も
ら
い
た
 

い。 

お
 

・L ・ス・ー 

一
、
金
一
封
 
山
口
ス
ガ
殿
 

亡
夫
利
郎
殿
（
草
場
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
三
島
カ
メ
ノ
殿
 

亡
夫
義
雄
殿
（
東
町
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
大
塚
俊
明
殿
 

亡
父
守
殿
（
車
道
）
香
典
返
し
 

と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
青
野
ナ
ル
ミ
殿
 

亡
夫
 
昌
夫
殿
（
昭
和
町
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

そ
れ
ぞ
れ
香
典
返
し
と
し
て
赤
 

池
町
民
生
助
成
会
へ
寄
附
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

猟
銃
の
取
り
扱
い
は
 

慎
 

重
 

に
 

十
一
月
か
ら
昭
和
四
＋
七
年
一
一
 

月
十
五
日
ま
で
狩
猟
期
間
に
入
り
 

ま
す
。
 

狩
猟
中
に
、
猟
銃
に
よ
る
人
身
 

事
故
や
盗
難
に
か
か
ら
な
い
よ
う
 

自
動
車
検
査
登
録
印
紙
で
あ
る
こ
 

と
を
よ
く
確
か
め
て
ご
使
用
く
だ
 

さ
い
。
 

自
動
車
重
量
税
印
紙
は
、
自
動
 

車
検
査
登
録
印
紙
売
り
さ
ば
き
所
 

や
一
部
の
郵
便
局
な
ど
で
販
売
し
 

て
い
ま
す
。
 

集
会
所
が
完
成
 

こ
の
ほ
ど
上
野
大
谷
地
区
に
集
 

会
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
に
は
、
地
区
住
民
が
 

集
っ
て
話
し
合
う
場
所
は
、
距
離
 

的
に
遠
い
三
区
公
民
館
し
か
な
く
 

不
便
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
集
会
所
は
同
和
教
育
の
一
 

環
事
業
と
し
て
建
築
し
た
も
の
で
 

間
取
り
は
、
講
座
室
や
料
理
教
室
 

も
完
備
し
て
い
ま
す
。
 

写
真
は
完
成
し
た
 

大
 
谷
 
集
 
会
 
所
 

に
次
の
事
項
を
厳
守
し
ま
し
ょ
 

》つ。 イ
 
猟
銃
の
保
管
は
、
 

「
た
ま
」
 

を
抜
き
、
銃
は
分
解
し
た
う
え
 

「
た
ま
」
と
銃
は
別
々
に
「
か
 

ぎ
」
を
か
け
て
保
管
す
る
。
 

ロ
 

他
人
に
銃
や
「
た
ま
」
を
貸
 

さ
な
い
。
 

ハ
 

銃
お
よ
び
「
た
ま
」
を
車
の
 

座
席
に
置
き
た
ま
は
ト
ラ
ン
ク
 

に
入
れ
た
ま
ま
放
置
し
な
い
。
 

ニ 

旅
館
等
に
宿
泊
す
る
際
は
、
 

機
関
部
等
銃
を
分
解
し
た
う
え
 

自
己
の
責
任
に
お
い
て
厳
重
に
 

保
管
す
る
。
 

〇
 
猟
銃
の
携
帯
、
運
搬
 

厚
生
年
金
保
除
の
 

年
金
額
が
上
る
 

さ
る
五
月
二
十
一
日
、
厚
生
年
 

金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
 

法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。
 

こ
の
改
正
は
、
最
近
の
物
価
上
 

昇
な
ど
に
あ
わ
せ
年
金
額
を
引
き
 

上
け
る
こ
と
を
お
も
な
内
容
と
し
 

そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
給
付
改
 

善
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
給
付
改
善
は
、
本
年
 

十
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
 

年
金
額
の
引
上
げ
は
、
現
在
年
金
 

を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
適
 

用
さ
れ
ま
す
。
 

現
在
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
 

年
金
額
は
、
年
金
の
種
類
に
よ
っ
 

市
 
場

地

 区
 
の
 

水
道
管
移
設
工
事
 

十
一
月
末
か
ら
 

町
営
上
水
道
の
上
河
原
水
源
池
 

の
周
囲
が
別
図
参
照
鉱
害
復
旧
工
 

事
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
道
路
に
 

埋
設
し
て
あ
る
水
道
管
を
他
の
場
 

所
に
移
す
工
事
が
始
ま
り
ま
す
の
 

で
、
断
水
等
に
対
し
て
は
、
事
前
 

に
各
家
庭
に
通
知
し
事
故
に
対
し
 

て
は
、
万
全
の
措
置
を
い
た
し
ま
 

す
か
ら
各
家
庭
の
御
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

ー
 

水
 

道
 

課
 

イ
、
猟
場
以
外
の
場
所
で
は
銃
 

に
 
「
た
ま
」
を
こ
め
な
い
。
 

ロ
、
携
帯
、
運
搬
す
る
と
き
は
 

銃
に
お
お
い
を
か
ぶ
せ
る
。
 

ハ
、
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
、
 

「
た
ま
」
の
装
て
ん
の
有
無
を
 

確
め
、
銃
ロ
は
絶
対
他
人
に
む
 

け
な
い
。
 

ニ
、
獲
物
を
発
見
し
た
と
き
は
 

他
人
と
間
違
え
な
い
よ
う
確
認
 

し
た
後
発
射
す
る
。
 

と
く
に
グ
ル
ー
プ
で
狩
猟
す
る
 

と
き
は
、
お
互
い
の
所
在
を
確
 

め
あ
う
。
 

一
三
『
三
一
一
一
三
一
三
三
一
三
三
三
一
三
一
一
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一
昌
三
三
三
三
一
三
」
」
三
一
一
一
一
一
要
一
呈
三
呈
「
一
 

人

権

週

間

始

ま

る

 

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
 

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
国
 

際
連
合
議
会
で
「
世
界
人
権
宣
 

言
」
が
採
択
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
 

日
で
あ
り
、
本
年
は
ニ
十
三
周
年
 

に
あ
た
り
ま
す
。
 

こ
の
世
界
人
権
宣
言
の
第
一
条
 

は
「
す
べ
て
人
間
は
、
生
ま
れ
な
 

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
尊
厳
 

と
権
利
と
に
お
い
て
平
等
で
あ
 

る
」
と
官
』
」
ロ
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
日
本
国
憲
法
に
も
「
基
 

本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
 

い
永
久
の
権
利
」
で
あ
る
と
う
た
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
く
し
達
は
、
自
分
の
こ
と
 

だ
け
を
考
え
て
、
他
人
を
無
視
し
 

て
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、
社
 

会
道
徳
の
法
則
は
普
遍
的
な
も
の
 

で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
う
こ
と
 

は
、
自
分
の
権
利
を
守
る
と
同
時
 

に
、
他
人
の
権
利
を
も
尊
重
す
る
 

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
 

私
達
は
、
お
互
に
他
人
を
尊
重
 

し
、
明
る
い
平
和
な
生
活
を
し
才
 

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
及
 

び
法
務
局
で
は
、
毎
年
、
こ
の
日
 

を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
（
十
一
一
 

月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）
を
人
権
 

週
間
と
し
て
の
啓
発
行
事
を
行
な
 

て
次
の
額
に
被
保
険
者
期
間
の
月
 

数
（
厚
生
年
金
保
険
に
あ
っ
て
は
 

通
算
老
令
年
金
、
特
例
老
令
年
金
 

を
除
い
て
は
、
二
百
四
十
円
未
満
 

の
場
合
は
二
百
四
十
円
、
三
百
六
 

十
円
以
上
の
場
合
は
三
百
六
十
円
 

と
し
ま
す
）
を
乗
じ
た
額
が
増
額
 

さ
れ
ま
す
。
 

老
令
年
金
、
通
算
老
令
年
金
、
 

特
別
老
令
年
金
六
十
円
、
障
害
年
 

金
一
級
七
十
五
円
、
二
級
六
十
円
 

三
級
四
十
五
円
、
遺
族
年
金
、
三
 

十
円
。
 

け

／

 

水
道
管
の
布
設
w
 

エ
事
の
見
取
図
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っ
て
い
ま
す
が
、
も
し
人
権
問
題
 

各
種
法
律
問
題
（
心
配
ご
と
）
 
で
 

お
困
り
に
な
ら
れ
た
ら
、
法
務
局
 

又
は
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
気
 

軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
人
権
週
間
中
の
特
設
相
 

談
所
を
次
に
よ
り
開
設
い
た
し
ま
 

す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。
 

日
時
 
十
二
月
十
日
（
金
）
午
 

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

場
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

お
誕
生
日
 

お
め
で
と
、
つ
 保育所 

町
内
四
ケ
所
の
保
育
所
で
、
十
 

一
月
生
れ
の
子
ど
も
さ
ん
、
お
誕
 

生
日
お
め
で
と
う
。
お
祝
い
申
し
 

あ
げ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
身
体
に
十
分
気
 

を
つ
け
て
、
お
友
達
と
仲
よ
く
元
 

気
に
遊
ん
で
下
さ
い
。
 

十
一
月
生
れ
の
子
ど
も
さ
ん
は
 

次
の
と
お
り
で
す
 

【
市
場
保
育
所
】
敬
称
略
 

立
花
由
加
里
・
堀
雅
博
（
以
上
 

五
才
）
相
原
清
次
（
」
矛
）
 

【
中
尾
保
育
所
】
高
林
学
・
山
本
 

雅
臣
・
島
本
直
樹
（
以
上
四
才
）
 

田
村
ョ
シ
子
（
三
才
）
 

【
赤
池
保
育
所
】
坂
元
剛
・
吉
窪
 

誠
司
（
以
上
六
才
）
中
山
哲
志
・
 

高
林
真
奈
美
・
太
田
誠
子
・
鶴
勝
 

岩
元
敬
子
・
守
田
裕
一
郎
（
以
上
 

五
才
）
坂
元
美
延
（
四
才
）
 
【上 

野
保
育
所
】
太
田
政
孝
・
世
良
美
 

津
子
・
（
以
上
六
才
）
 
中
村
知
栄
 

（
五
才
）
太
田
孝
幸
・
浦
田
義
人
 

（
以
上
四
才
）
 



(4)-け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

上

野

路

に

健

脚

競

う

 

第
十
一
回
上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
 

ー
位
 

大
神
忍
（
足
立
中
）
時
 

ス
大
会
（
主
催
・
赤
池
町
教
育
委
 

間
十
七
分
六
秒
 

員
会
・
福
岡
陸
上
競
技
協
会
、
後
 

一一位 

吉
田
寛
（
折
尾
中
）
 

援
・
朝
日
新
聞
社
）
は
秋
晴
れ
の
 

三
位
 
北
野
信
明
（
足
立
中
）
 

も
と
十
月
十
七
日
、
県
下
か
ら
四
 

△
高
校
の
部
（
十
キ
ロ
）
 

百
五
十
人
に
上
る
選
手
が
参
加
し
 

一
位
 

城
野
直
輔
（
久
W
田
米
T
 

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

業
）
時
間
三
十
二
分
十
九
秒
 

特
に
一
般
の
部
十
マ
イ
ル
は
九
 

州
一
周
駅
伝
選
考
会
と
あ
っ
て
、
 

一
段
と
白
熱
化
し
た
レ
ー
ス
展
開
 

で
し
た
。
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

△
中
学
団
体
の
部
 

一
位
 

曽
根
中
学
校
A
 

一一位 

宮
田
ク
ラ
ブ
 

三
位
 
小
竹
中
学
校
 

△
中
学
校
の
部
（
五
キ
ロ
）
 

写
真
は
中
学
の
部
で
 

優
勝
し
た
大
神
君
 

二
位
 
大
浜
次
郎
（
門
司
工
 

業） 

三
位
 
安
永
正
義
 
（
飯
塚
商
 

業） 

△
一
般
の
部
（
十
マ
イ
ル
）
 

一
位
 

水
上
則
安
（
新
日
鉄
）
 

時
間
四
十
九
分
四
十
六
秒
 

二
位
 
永
野
正
己
 
（
九
州
電
 

工） 

三
位
 
今
村
忍
（
井
筒
屋
）
 

ク
交
通
遺
児
に
愛
の
手
を
ク
 

実
行
組
合
や
農
協
婦
人
部
が
 

運

動

を

す

す

め

る

 

交
通
事
故
で
、
父
や
母
を
亡
く
 

し
た
遣
児
が
、
全
国
で
お
よ
そ
六
 

万
人
、
毎
日
二
十
人
も
で
て
い
ま
 

す。 赤
他
町
実
行
組
合
と
、
農
協
婦
 

人
部
（
部
長
岩
尾
キ
ミ
さ
ん
以
下
 

全
員
約
五
〇
〇
名
）
 
で
は
秋
の
交
 

通
安
全
運
動
に
ち
な
ん
で
、
交
通
 

遺
児
育
英
資
金
募
金
運
動
を
始
め
 

ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
昭
和
四
十
五
年
 

か
ら
全
国
的
に
募
金
運
動
を
展
開
 

し
て
い
ま
す
。
 

交
通
遺
児
は
み
ん
な
明
る
い
未
 

来
が
約
東
さ
れ
て
い
た
は
ず
な
の
 

に
上
の
学
校
へ
行
き
た
く
て
も
行
 

け
な
い
の
が
現
実
で
す
。
 

交
通
遺
児
た
ち
に
せ
め
て
高
校
 

へ
の
進
学
の
機
会
を
与
え
て
、
さ
 

ら
に
学
力
優
秀
な
者
に
対
し
て
は
 

大
学
進
学
へ
の
道
も
開
き
、
社
会
 

的
に
有
用
な
人
材
を
育
成
し
よ
う
 

と
い
う
目
的
で
実
施
い
た
し
ま
し
 

た。 こ
の
運
動
は
十
月
い
っ
ぱ
い
で
 

終
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
に
ご
 

協
力
頂
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
 

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
族
の
心
得
 

10 

カ
 

条
 

①
ド
ラ
イ
ブ
は
ゆ
と
n

の
あ
る
日
 

程
で
 

②
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
れ
ば
視
界
は
 

せ
ば
ま
る
。
 

③
バ
ッ
ク
は
で
き
れ
ば
同
乗
者
に
 

誘
導
を
 

④
眠
く
な
る
前
に
休
め
 

⑤
運
転
前
に
酒
や
薬
を
飲
ま
な
い
 

⑥
背
骨
を
ま
っ
す
ぐ
の
ば
し
て
運
 

転
す
る
。
 

⑦
ブ
レ
ー
キ
、
 
ハ
ン
ド
ル
、
タ
イ
 

ヤ
は
毎
日
点
検
 

⑧
家
が
目
の
前
で
も
窓
が
汚
れ
た
 

ら
ふ
け
 

⑨
子
ど
も
は
前
に
乗
せ
る
な
 

⑩
運
転
者
以
外
は
な
る
べ
く
横
向
 

き
に
腰
か
け
る
。
 

写
真
は
追
越
し
で
 

三
重
追
突
事
故
を
起
し
た
車
 

z

チ

ケ

ッ

ト

 

「
電
話
の
か
け
方
」
 

▼
電
話
を
か
け
る
前
に
は
 

①
ま
ず
用
件
の
内
容
、
目
的
を
は
 

っ
き
り
つ
か
み
、
話
す
順
序
を
考
 

え
、
筋
道
立
て
て
メ
モ
し
て
お
 

く
。
②
必
要
な
書
類
や
資
料
を
手
 

元
に
そ
ろ
え
る
。
⑧
呼
び
出
す
相
 

手
の
名
前
や
所
属
を
調
べ
て
お
 

く
。
④
メ
モ
と
鉛
筆
を
用
意
す
 

る。 
▼
電
話
を
か
け
る
に
は
 

①
相
手
が
出
た
ら
「
ま
ず
自
分
を
 

名
の
り
相
手
を
確
か
め
る
」
②
相
 

手
が
出
た
ら
、
お
忙
し
い
所
を
お
 

呼
び
立
て
し
て
す
み
ま
せ
ん
と
い
 

う
③
ま
ず
簡
単
に
あ
い
さ
つ
す
 

る
。
④
メ
モ
に
従
っ
て
用
件
を
順
 

序
正
し
く
簡
潔
に
い
う
。
⑤
相
手
 

が
受
話
器
を
か
け
て
か
ら
静
に
切
 

る。 
▼
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
 

①
×
×
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
先
方
 

に
問
わ
れ
な
い
先
に
云
う
e

④
鉛
 

筆
を
用
意
す
る
。
 

▼
公
衆
電
話
 

①
公
衆
電
話
で
よ
く
見
か
け
ら
れ
 

る
こ
と
は
、
簡
単
に
す
む
用
件
で
 

も
親
し
さ
に
こ
と
よ
せ
て
、
い
ら
 

ぬ
こ
と
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
 

長
く
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
光
景
 

を
見
か
け
、
掛
け
終
っ
て
外
へ
出
 

た
と
き
に
は
待
っ
て
い
た
人
に
 

「
ど
う
も
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」
 

と
ひ
と
こ
と
挨
拶
し
た
い
。
 

黙
っ
て
す
っ
と
消
え
て
し
ま
う
 

の
は
感
じ
が
悪
い
。
一
言
挨
拶
さ
 

れ
る
だ
け
で
、
和
や
か
な
気
持
に
 

な
り
ま
す
。
 

俳
 
句
 

公
民
舘
俳
句
会
 
白
石
天
肖
翁
選
 

秋
風
に
只
さ
ら
さ
れ
て
史
蹟
あ
り
 

池
田
 
紫
酔
 

穂
芭
の
吹
か
れ
癖
ま
だ
つ
い
て
る
 

ず
 

池
田
 

一
歩
 

湖
の
面
を
染
め
て
芦
火
の
昏
る
＆
 

な
り
 

千
代
田
景
石
 

目
覚
め
よ
き
朝
で
あ
り
し
露
の
宿
 

日
永
田
桜
坊
 

由
布
冷
え
に
宿
の
布
団
の
か
る
か
 

り
し
 

一一禾 

春
翁
 

員
珠
沙
華
赤
き
が
故
に
親
し
め
ず
 

中
村
 
青
甫
 

門
の
内
小
暗
が
り
し
て
月
の
宿
 

池
田
 
駒
女
 

鯉
は
ね
て
水
面
た
た
け
ば
秋
の
音
 

佐
藤
 
道
生
 

灯
の
ー
つ
ー
っ
に
秋
深
し
 

池
田
か
ね
よ
し
 

枝
豆
を
育
て
、
お
り
ぬ
鹿
火
屋
守
 

藤
井
 
公
樹
 

初
も
ず
や
絵
馬
堂
に
よ
き
ベ
ン
チ
 

あ
り
 

測
上
よ
し
子
 

遠
き
灯
の
ま
た
、
き
も
又
星
月
夜
 

畠
江
 
昌
江
 

小
紫
部
の
遠
目
に
見
え
ぬ
花
の
い
 

ろ
 

深
町
 
洋
子
 

飽
か
ず
見
る
大
秋
晴
れ
の
金
鱗
湖
 

磯
 

シ
ゲ
子
 

ど
ん
ぐ
り
を
掌
に
こ
ろ
が
し
て
見
 

て
捨
て
し
 

桑
野
 
園
女
 

名
に
し
お
う
池
秋
風
に
き
ら
め
き
 

て
 

大
久
保
昭
女
 

四
阿
は
無
灯
の
ま
ま
の
夜
長
か
な
 

河
上
未
代
子
 

清
浄
の
水
を
斉
き
て
澄
め
り
け
り
 

下
田
水
心
子
 

選
者
吟
 

葛
咲
い
て
真
葛
ケ
原
と
人
呼
べ
り
 


